
沢の強い蝋石を採取し，石筆に使用された。2錦旧坑友

び3坑の母岩に接して窟出される。次に3坑が昭和9

年2月より採搬れ，絡戦まで稼行された。最も旺に稼

行されたのは昭和15～16年頃まで，大部分は並鉱（SK

31～32〉に属し，良鉱は鋼玉に富禍のを東部に於て可

、成り1董出した。

　家に3坑西部の露頭より追跡して2坑を開き・現在n

も粘土を掘つてV・る。鉱床は規模小であをが乳東部の粘

土中には賀アス畦アに富狼鉱・叉西部には郷を俘

　う良鉱が残存するg

　1坑は東部に粘土が少量残存するが・全体は殆んど已

採済である。西部に鋼玉を俘う良鉱が存在したと云われ

　る。現在は休坑となる。

　5坑は昭和埠，年より探掘が始まり，現在は殆んど5

坑から操掘されている。現在の蓬出量は月産約800tで

’ある。＼、一

　（因に本鉱藤羅多量の出鉱観たαま昭租5～16

年頃の月壼12，000tであつた）。

　（2〉現況．　　「、
　白本耐火工業株式会甦の主要鉱山として経営せられ・

現在は，5坑より大部分出鉱し，2坑よσ少量粘土が擦掘

され，他坑は休山してV・る。』

　月産．約800t

　田蓬35t（良鉱15も並鉱20t），『　　、・

　　　外に粘土10t
　從業員　33名（在籍者26名・塩時7名）

　　　宇久より稼動し，農繁期には休む。露天掘の

　　　ため雨天は休み。探掘とト・蓮搬に分たれ・

　　　1月採掘量全從業員に．対して1t張となる。

　蓮，搬　奈吉工場一宇久鉱山間3km・’トラツク1日　　　’

　　　6～8往復する。積載量4t，・トラツク3台が
　　　鉱石蓮搬々と使用される。

　立地條件に恵まれ，蝋石生壼原衝（採掘費＋蓮賃）は・

・i抵廉である。

も

．553、981＝550．8　（521．12）

　　　・岩手縣紫波郡煙出村天然瓦欺調査 報告一、

　　　　　　　　　　舟　山　諾　士梼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　R6Sum6げ　　　　　　　　　　　　　　　㌧　　　　　1・位置及び交遇

　Natural　Gas　in　Kemuy哉ma　Village，

　ShiwaCounty，lwatePrefec雛◎・

　　　　　　、　　by
　　　　　Hiro＄hi　Funaya．ma

　Then＆tu趾玄as、丘eld・issituatedin．the』

一
n
6rthem　extre血ity　of　Kitakami　Plain，com・

prising＆b・亘t3km2・f呂rea・Naturalgasis

heldin alluvialdep・Sits（ca10軌mthick）・．
Twelvelgasヌayershavebeenc・nfirmed・b荏tl
the1段yer　vウ！bich　is　now　Workiing　is　that　of6

・一10卑de3μ一↑herearethirty皿inegasΨells・

which　produ窟e　g奥s丘o卑the1段yer　of15～30m

deep　in　most　cαses．Ana，1yti“al4ata　o｛the

gas　in　this　p1歌ce　is　shown　as　follows：』，

　　　CH壬．』61．6％　　CO2。．．4。5％

　　　N2．．．33．9％　　　　　　ca1．value．，．5，274．

Maximum．daily　yie1（10f　natur＆1gas　has　been、

recorded　as98m3、ぐNo．5welb．Total　reserves

obtainable段re　assume◎to　be1。810．000m3in

thisgas五e1己1T・talyieldperdayi兜the
field幡11be　anticip＆ted　to　be500m3in
future．

・茉仙台支所　一
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　　　　　　　　　　　　　　ク今般調査した天然瓦斯賦存地域は，岩手県紫波郡煙山村

字赤称附近で，東北本線矢幅駅の北方約3km，盛岡市の

南方約7kmにあり，北上川右岸沖積弔原中に位置する。

　交通は，盛岡より志和方面に至る志和街道が本地域を　，

縦断し，その間冬季を除いては（バス）の蓮行があり，且

鉄灘線にあつて交遡便利鱗る9なお本地域より約

2kmの行程にある飯岡村字中通には鉄道信号所を建設

中で，その開発並びに利用の立地條件に比較的恵まれた

地である。

　　　　　　！　㌦
　　　　　　2．地形及び地質

．当地域は，北上及び奥羽両山脈に挾まれた南北に長い

1北上李野の北端近く，その附近に於ける墾野の東西幅員

・は約8kn｝で，北上川は東側山縁部を蛇行しづつ南流し

ている。．

　　　　　　な　亭野の東側山地は主に古生暦及び花崩岩，蛇紋岩等の・

火成岩より成り，西側は第三系の線色凝蚕岩，安山岩，、

同質集塊岩，砂岩，頁岩等にょb構成きれ・その西側山

縁部は・洪積暦に・より被われてめる。

　沖積暦は主に砂・礫i・粘土及び泥淡等より成り・現在迄

、に掘i墾された最高潔度4ま101』mであるが，未だ～中積暦と

稚定される砂礫否で，ゆ同暦の厚さは明らかでない。こり

40
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　約尋2暦あるが探度即m以熱ある7暦の斌況1湖、100m附近になお瓦斯層が存在する故更に深度の瓦斯暦

　　らかでない・現在迄の瓦斯井最1度は101mであるが・　　を探査する事が必要である。○（昭和25・年．耳月調査）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
　　　　　　　　　　　　　　　　、努　　へ　　　　　　　　　　　　　　553喝981；550．8　（521．74）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀　　　　　　　　　　　　　大阪天然ガス第二家調査速報

8　　◎

’
◎

大阪支所

　．　　　　　　R6ミum6

　　Sec6n4、Re灘to聡Os訊kaHat皿al・
　　　轡　．　　　　．　　　‘gas　Fiel岨。

　　　　　　　l　By’
1　　0s呂ka　Blanch　Office　Of　Geol．Survey、

　　　　　　　　ofJap＆n

て）saka　Bian（lh6ffiむe　performedε髪synthetic・

r6search・nnatura1即s丘eldinosa琴apl＆in

in1949γ1950』lnthisbrie∫papef，various
kin母s6fsurveyinthef・i1・wingdistrictare
held，namely：
　geQlogica1一…・nor七hern　＆　southern　parts

　o至OSaka　Plain・
geQchemi“aト…easternpar廿・fOsaka

　Pla．in
ge・physica夏ご一〇s＆k＆Cityandeastem

　partofO＄ak乞PI＆in
Tk｛1s．the　fe訊tures　of　Os＆ka　Natur＆1fgas

Field・are　comingl　to　light　and　its　exploita－

tion　has　become，hQpefu1．

　　　　　　　1．要　　旨
第一次概査に引続き，昭1和25年1月25月より同3月

31日に至る間シ地質調査（未調査地域の概査）・地化学

　　　　　　　　　　　　　ぺ調査（概査区域の精査）6物理探鉱（新規闘墾の瓦斯井に、

対し）及び物理試験（新試料に対し）・め各調査を実施し

　　　＼た。

先ず埴質謂奪は未調査地域である木阪李野塾辺の三島

丘陵蔀方より阿武山山麓に亘る地域及び大阪ZF野南翠の．

富田林丘陵地区に対『し七実施した。その緯果・．両地区に・

おける大阪層群の分布朕況が明らかとなり・第一次概査．

綜果と綜合し大阪耳斯田の地質構成は漸家明ら為となつ

た6・
　地化学調査は直接含瓦斯暦の分布を究明する調査とし

て第一嫡奪励一部精査躾施した調査区撚大
和川以北，所謂河内亭野の南部地区である。その締果住

ノ適・城東両．トラ7プの略々中闘偉に，有望なる飽和地犀
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＼

、即ち新トラツプの存在が推知さ塾た。今後・第一次概査

の結果糊噛各トラツプを恥とする酬嗜学調郵1．

　難井資料の集輯と共に実施せねばならない。

　　これら調査と雫行し，新墾井に対する物理探鉱調査及

　び瓦斯埋藏量算出の基礎資親の噌である滲透率・孔隙牽・

　の物理試験を行つた。『　　、　』「　　　　　　　　、、

　　かくし妖陣斯田の全郷逐次解明され？吻る
　と共にその開発は釜々布望覗さる壇こ至つたg　’

　　以下各調査実施成集革・？き各項自別に概述する。・、

　　　　　　　　2・・摯質嗣査

　　（1〉区　　域1

　　昏回の調査は前回調査完了した三島丘陵・枚方丘陵・生　’

　駒山山麓の各地域との蓮関をつかみ，更に南部周辺部を

　明らかにするため三阜丘陵非方豊川村から阿輩野村をさ

　て高槻町に至る阿武山山麓地域及び道明寺から古市をへ、

　て滝谷不動に至』る富田林岳陵地域につV・て調査を行2　’

　た。

　　（2）地「質．　　　・　　、，
　　阿武山山麓地域及び富田林丘陵地域の地質は，秩父古

　生雇・’花崩閃織岩及び二上火山岩類の上に不整合にのる

　　　　　　　　　　　　　　も　大取暦群と更にこれを不整合に被う穗積礫層及び段年が

　・らなる。　　　　　　　　　　　　　　・　　．　i　一一

　　（1）、阿武山山麓地域　本地域鱗秩父古生暦及び花嶺、

　閃緑岩の上に不整合にのる大阪層群とこれを不整合にき

　る穗積礫暦からなる。大阪暦群は三島丘陵の茨木累暦下

　部にあり・大阪埋積盆鞄中最もよv・鍵層であるアヅキ凝

　底岩によつズ上部と下部にご：分することが出來る？、上部

　及び下部とも大部分礫’・砂・粘土からなり厨によつて白色

　　　　　凝次厨をはさんでいる。厚さは全体を通・じ約250；n以上，

　あり，アヅキ凝次岩暦の前後約100mの間は砂と糟土’，

　の規則正しい互層であり，各麿は一二置によく蓮続する。

　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　ヤ　　三島丘陵地域でもこれをほ虻同一暦準にあたる・と考え1

　られる地感ま岩相上よく類似している。しかし本地域の

　方が幾分粒あらく．更に高槻町に至るに從つて4の慎向

　’は著しく・葺槻町附近では・大阪層群下部は大部分厚い、

　鯉励らなつてい麹離町附肇跡阪騰螂り
　『厚さ主m前後の白色擬荻岩を來んでいるb　I本地域では
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